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寺
四
人
翁
と
は
土
居
近
辺
の
依
頼
人
で
あ
ろ
う
。
円
喜
如
流
光
風
と
は
、

も
区
々
で
あ
る
。
管
見
に
入
っ
た
も
の
だ
け
で
も
、
五
巻
本
『
内
侍

写
本
『
内
侍
所
』
は
、
種
々
の
異
名
を
以
て
行
わ
れ
、
且
そ
の
巻
数

あ
る
。
英
多
郡
土
居
邑
と
は
現
在
の
岡
山
県
美
作
市
土
居
で
あ
る
。
薬
師

つ
と
に
野
間
光
辰
氏
が

貶
享
保
五
季
子
正
月
吉
烏

光
風

と
す
る
も
の
が
あ
る
。
右
四
巻
と
は
こ
の
『
内
侍
所
』
が
四
巻
本
な
の
で

こ
の
『
内
侍
所
』
の
作
者
円
喜
、
す
な
わ
ち
浮
世
草
子
作
者
と
し
て
知
ら

円
喜
如
流

『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』

忠
臣
蔵
実
録
は
伝
本
が
多
様
で
甚
だ
膨
大
で
あ
る
が
、
そ
の
生
長
の
主

流
と
な
る
の
は
、
『
介
石
記
』
を
主
た
る
素
材
源
と
し
な
が
ら
大
き
く
生

(
1
)
 

長
し
た
『
内
侍
所
』
を
母
体
と
し
て
、
『
赤
穂
精
義
内
侍
所
』
に
至
る
流

れ
で
あ
ろ
う
。
『
内
侍
所
』
の
一
本
に
は
奥
書
を

右
四
巻
者
、
雖
レ
為
袖
中
書
へ
薬
師
寺
四
人
翁
依
二
御
懇
望
一
英
多

郡
土
居
邑
滞
留
日
、
写
レ
之
畢
゜

小
孜

れ
る
都
の
錦
で
あ
る
。
都
の
錦
（
回
国
堂
三
千
風
）
著
『
三
千
風
形
見
草
』

一
重
の
破
れ
た
る

に
は
、
「
正
徳
午
の
夏
、
北
国
路
を
へ
て
九
州
へ
越
ん
と
志
し
厚
く
」
「
去

年
は
播
州
を
過
て
、
水
無
月
五
日
、
作
城
の
境
土
居
の
邑
に
至
り
し
」
と

あ
り
、
ま
た
自
ら
の
旅
姿
を
「
元
来
出
家
の
や
か
ら
、

を
も
か
な
し
ま
ず
、
自
作
の
赤
穂
記
一
巻
、
小
硯
壱
つ
、
小
刀
一
本
、
俗

気
離
す
髪
櫛
一
枚
、
煙
筒
一
本
腰
に
さ
し
、
昏
一
折
、
た
ば
こ
入
懐
中
し
、

か
け
ま
は
る
も
お
も
し
ろ
し
」
と
す
る
描
写
が
あ
る
。
『
内
侍
所
』
は
こ

の
よ
う
に
円
喜
（
都
の
錦
）
が
懐
中
し
て
こ
れ
を
講
釈
お
よ
び
書
写
し
て

(
2
)
 

諸
国
を
行
脚
し
た
た
め
広
く
流
布
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
『
内
侍
所
」
系

(
3
)
 

統
の
生
長
し
た
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』
に
つ
い
て
は
、
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こ
れ
は
『
天
草
軍
記
』
（
市
立
函
館
図
書
館
本
・
文
化
十
年
写
）
に

に
つ
い
て
の
記
事
が
み
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
に
基
づ
く
結
果
を

ご
報
告
で
き
な
い
の
が
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
後
国
文
研
に

行
く
用
事
が
あ
り
、
そ
の
と
き
に
マ
イ
ク
ロ
・
紙
焼
き
の
範
囲
で
で

す
が
、
確
認
し
た
結
果
を
ご
連
絡
差
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
問
題
と
な
っ
た
、
出
自
を
述
べ
る
よ
う
な
署
名
で
す
が
、

天
草
関
係
の
ノ
ー
ト
を
探
し
て
み
て
み
た
の
で
す
が
、
田
丸
の
署
名

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
『
天
草
軍
記
』
（
写
本
）
・
『
天
草
軍
談
』
（
写

本
）
・
『
天
草
征
伐
記
』
（
写
本
）
・
『
関
ヶ
原
軍
記
大
全
』
（
写
本
）
・
『
浪
速

戦
記
大
全
』
（
写
本
）
の
作
が
あ
る
。
確
た
る
根
拠
は
示
せ
な
い
が
、
江

戸
中
期
ご
ろ
の
講
釈
師
か
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』
は
ひ
ら
が
な
本
で
は
か
な
り
の
流
布
を

み
る
が
、
在
名
本
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
稀
少
な
が
ら
カ
タ

池
庸
介
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、

源
具
房
述
作
」
と
あ
る
。
田
丸
常
山
の
作
で
あ
る
。
田
丸
常
山
と
は
、
菊

書
の
編
者
名
と
し
て
見
え
る
。
江
戸
の
隠
士
と
称
し
て
い
た
。
在
江
戸
で

所
』
、
十
二
巻
本
並
に
二
十
巻
本
『
赤
穂
精
義
内
侍
所
』
、
四
十
巻
本

『
赤
穂
精
義
参
考
内
侍
所
』
、
及
び
十
二
巻
・
二
十
四
巻
本
の
『
忠
臣

規
矩
順
従
録
』
等
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
同
一
書
を
累
次
増
補
改
剛
し

た
も
の
で
、
そ
れ
は
作
者
（
稿
者
注
、
都
の
錦
の
こ
と
）
歿
後
に
も

及
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(
4
)
 

と
指
摘
さ
れ
た
。
同
稿
に
よ
り
、
『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』
が
都
の
錦
『
内

侍
所
』
を
祖
と
す
る
実
録
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
本
作
は
「
忠
臣
蔵
」
実
録
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
作
で
あ
る
と
目

さ
れ
る
が
、
こ
れ
以
上
の
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
ず
作
者
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
が
、
本
書
序
題
下
に
「
田
丸
常
山

伊
勢
国
主
北
畠
鹿
流
＼
田
丸
作
左
衛
門
尉
源
具
房
＼
述
作

と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
『
天
草
軍
談
』
で
、
署
名
の
あ
る
も
の
（
福
島
県
立
図
書
館
本
・

拙
蔵
の
『
増
補
殺
法
転
輪
』
（
序
題
・
目
録
題
・
内
題
・
尾
題
）
〈
「
伊

州
上
野
敵
討
（
巻
頭
内
題
）
〉
（
半
紙
本
十
五
巻
三
冊
・
文
化
十
四
年
写
）

か
う
と
い
ん
し
た
ま
る
ざ
へ
も
ん
み
な
も
と
の
と
も
ふ
さ
に
ふ
と
ふ
で
ふ
さ
ん

の
序
前
に
は
「
江
都
隠
士
／
田
丸
左
衛
門
源
具
房
入
道
常
山
」
と
本

と
の
こ
と
で
あ
る
。
伊
勢
国
主
北
畠
施
流
と
称
し
て
い
た
と
い
う
。

で
す
。

田
丸
源
具
房
述
作
（
福
島
・
群
馬
大
本
は
「
述
作
之
」
）

『
天
草
軍
記
』
は
、
い
ず
れ
も

群
馬
大
新
田
文
庫
本
・
河
野
記
念
美
術
館
本
）
お
よ
び
北
駕
文
庫
本
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は
、
諸
士
残
ら
ず
登
城
を
求
め
、
諸
侍
評
定
を
催
し
た
（
巻
―
―
-
「
城
中

著
な
の
で
あ
る
。
順
次
確
認
し
て
い
こ
う
。

大
石
内
蔵
介
（
及
び
同
士
）
の
忠
臣
と
し
て
の
顕
彰
で
あ
る
が
、
そ
の
為

知
行
モ
千
石
、
親
采
女
正
殿
ノ
取
立
ニ
テ
一
家
福
分
ニ
ナ
リ
内
蔵
介

カ
ナ
本
が
伝
来
し
、
こ
ち
ら
は
中
に
編
者
名
を
記
す
こ
と
が
あ
る
。

も
、
実
は
『
内
侍
所
』

の
大
幅
な
改
作
で
あ
る
。
『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』

の
基
本
姿
勢
は
、
序
文
に
「
内
匠
頭
二
家
老
大
石
内
蔵
介
良
雄
並
二
家
人

四
十
九
人
諸
侍
名
誉
ノ
忠
義
ヲ
顕
シ
、
武
士
ノ
忠
義
卜
云
コ
ト
ヲ
近
年
忘

却
ノ
諸
人
ニ
コ
レ
ヲ
知
ラ
セ
」
「
大
石
ガ
心
苦
ノ
体
、
謀
略
武
勇
古
今
二

マ
レ
ナ
リ
。
前
代
ニ
ナ
ク
後
代
二
猶
有
マ
ジ
、
武
士
ノ
鑑
也
」
の
ご
と
く
、

に
大
野
九
郎
兵
衛
（
家
老
）

の
敵
役
と
し
て
の
強
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
改
作
の
基
本
姿
勢
で
特
徴
的
な
点
は
、
大
野
九
郎
兵
衛
の
よ
う
な
脱

盟
者
に
対
す
る
批
判
・
誹
謗
で
あ
ろ
う
。
大
野
九
郎
兵
衛
の
悪
役
化
が
顕

赤
穂
城
で
は
、
江
戸
よ
り
の
注
進
に
よ
り
徐
々
に
主
君
浅
野
内
匠
頭
の

瞳
嘩
・
切
腹
の
処
遇
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
大
石
内
蔵
介

於
、
諸
侍
評
定
之
事
」
）
。
こ
の
よ
う
な
段
階
で
、
大
野
九
郎
兵
衛
は

大
野
九
郎
兵
衛
申
ス
ハ
、
誠
二
平
生
御
短
慮
ニ
シ
テ
今
コ
ノ
ゴ
ト
ク

ノ
義
是
非
二
及
バ
ズ
。
御
子
ト
テ
モ
ナ
ケ
レ
バ
御
相
続
モ
ナ
シ
。
ソ

ノ
上
ニ
コ
ノ
度
ノ
首
尾
ナ
レ
バ
御
跡
モ
立
マ
ジ
。
城
ウ
ケ
ト
リ
ノ
役

人
中
定
メ
テ
到
着
致
サ
ル
ベ
キ
也
。
只
ソ
ノ
節
二
都
合
ヨ
ク
相
渡
サ

然
ル
ベ
キ
ニ
テ
候
卜
扱
モ
云
タ
リ
云
タ
リ
。
コ
ノ
大
野
九
郎
兵
衛
ハ

ノ
加
判
役
ニ
ナ
リ
万
端
結
構
ニ
ナ
リ
、
侍
組
ヲ
預
カ
リ
大
俵
奸
ニ
シ

テ
常
二
悪
業
卜
云
ヘ
ド
モ
、
内
蔵
介
賢
人
ニ
テ
跡
先
ヲ
異
見
シ
テ
目

ニ
モ
立
ズ
。
今
国
家
ノ
乱
レ
テ
忠
臣
ア
リ
ト
ハ
コ
ノ
節
ノ
コ
ト
ナ
リ
。

と
、
大
野
九
郎
兵
衛
は
大
石
内
蔵
介
ら
諸
士
が
後
に
望
む
浅
野
家
の
存
続

も
打
ち
消
し
、
赤
穂
城
請
取
の
段
も
決
め
つ
け
、
藩
の
諸
士
が
離
散
し
て

自
身
は
赤
穂
城
の
退
去
を
望
む
目
算
か
ら
、
城
の
用
金
を
諸
士
知
行
高
に

応
じ
て
配
分
す
る
よ
う
強
く
主
張
し
て
い
る
。
大
野
九
郎
兵
衛
の
こ
の
主

張
に
対
し
、
「
扱
モ
云
タ
リ
云
タ
リ
」
と
非
難
す
る
表
現
が
と
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
赤
穂
藩
と
し
て
は
、
江
戸
よ
り
の
注
進
に
よ
っ
て
浅
野
内

匠
頭
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
事
件
の
一
旦
が
辛
う
じ
て
判
明
し
た
時

点
で
の
、
大
野
九
郎
兵
衛
の
発
言
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
大
野
は
「
大

俵
奸
ニ
シ
テ
常
二
悪
業
卜
云
ヘ
ド
モ
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
『
忠
臣
規
矩

順
従
録
』
に
お
い
て
は
、
大
野
は
何
ら
か
の
顛
末
の
結
果
と
か
苦
悩
の
末

に
悪
行
に
及
ぶ
の
で
は
な
い
。
初
登
場
の
時
点
で
、
悪
役
な
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
点
で
は
種
本
『
内
侍
所
』
に
原
形
が
あ
っ
て
、
こ
ち
ら
で

は
（
大
石
内
蔵
助
が
）

な
わ
ち
、
「
田
丸
常
山
源
具
房
述
作
」
で
あ
る
。
「
述
作
」
と
は
い
っ
て

面
々
諸
士
知
行
高
二
応
ジ
テ
配
当
コ
レ
有
ヤ
ウ
ニ
内
蔵
介
殿
御
相
談

す

ル
ル
ノ
御
相
談
。
コ
ノ
上
ハ
御
用
金
ド
モ
過
分
コ
レ
有
コ
ト
ナ
レ
バ
、
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ズ
。
面
々
如
何
二
心
得
ラ
ル
ト
辞
ヲ
尽
シ
義
ヲ
励
シ
テ
異
見
ス
ル
ニ
、

家
老
大
野
九
郎
兵
衛
父
子
ヲ
始
メ
緒
翻
凜
炉
舷
揺
蒻
疇
各
5
『
記
記
'

ル
事
ナ
レ
バ
差
当
テ
思
慮
二
能
ハ
ズ
。
額
（
ヲ
）
集
（
メ
）
頭
（
ヲ
）

（
タ
レ
）

低
挨
拶
ス
ル
人
無
リ
ケ
リ
。
【
中
略
】
浩
テ
良
雄
相
家
老
、
井
（
二
）

用
人
・
物
頭
等
打
寄
、
亡
君
ノ
家
財
ヲ
浅
野
大
学
ヲ
始
メ
其
外
親
類

中
へ
遺
物
ト
シ
テ
配
分
ヲ
相
定
メ
、
次
二
譜
代
給
仕
ノ
役
者
ニ
ハ
刀

脇
指
一
腰
宛
検
分
二
応
ジ
テ
是
ヲ
配
当
ス
。
借
又
、
長
矩
数
年
ノ
用

金
ヲ
取
出
シ
、
知
行
高
百
石
二
付
金
子
三
十
両
ノ
積
リ
、
引
払
（
ヒ
）

料
ト
シ
テ
足
軽
等
二
至
ル
迄
一
人
宛
二
小
判
三
両
中
間
ニ
ー
両
二
歩

宛
、
宛
（
テ
）
行
ヒ
ケ
ル

と
あ
る
。
種
本
で
は
「
各
思
設
ザ
ル
事
ナ
レ
バ
差
当
テ
思
慮
二
能
ハ
ズ
。

額
（
ヲ
）
集
（
メ
）
頭
（
ヲ
）
低
挨
拶
ス
ル
人
無
リ
ケ
リ
」
に
過
ぎ
な
か

っ
た
表
現
を
、
大
き
く
改
変
し
て
『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』
で
は
「
扱
モ
云

タ
リ
云
タ
リ
」
「
大
俵
奸
」
と
評
さ
れ
る
ま
で
に
悪
人
像
を
顕
在
化
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
用
金
の
問
題
は
種
本
『
内
侍
所
』
で
い
う
「
相
家
老
」

と
は
大
野
九
郎
兵
衛
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
が
主
体
的
に
粛
々
と
配

分
を
決
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』
で
は
大
野

九
郎
兵
衛
が
用
金
を
配
分
す
べ
き
と
大
演
説
す
る
よ
う
に
改
変
し
て
い
る

の
は
、
大
野
九
郎
兵
衛
の
悪
人
像
の
強
化
・
徹
底
で
あ
る
。
ま
た
、
注
目

所
詮
唯
此
（
ノ
）
城
ヲ
枕
ト
シ
テ
殉
死
ス
ル
ノ
外
、
別
儀
有
ベ
カ
ラ

対
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

す
べ
き
は
、
『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』
で
は
（
大
野
九
郎
兵
衛
ハ
）
「
大
俣
奸

ニ
シ
テ
常
二
悪
業
卜
云
ヘ
ド
モ
、
内
蔵
介
賢
人
ニ
テ
跡
先
ヲ
異
見
シ
テ
目

ニ
モ
立
ズ
。
今
国
家
ノ
乱
レ
テ
忠
臣
ア
リ
ト
ハ
コ
ノ
節
ノ
コ
ト
ナ
リ
」
の

よ
う
に
大
石
内
蔵
助
と
大
野
九
郎
兵
衛
を
対
比
的
に
評
し
て
い
る
点
で
あ

る
。
大
石
内
蔵
助
を
美
化
・
顕
彰
す
る
の
は
、
忠
臣
蔵
実
録
全
般
に
見
ら

れ
る
基
本
構
造
で
あ
る
。
種
本
『
内
侍
所
』
で
も
、

哀
レ
乱
世
二
望
ン
デ
大
石
杯
ヲ
大
将
ト
セ
バ
、
奇
妙
ノ
計
策
ヲ
廻
シ
、

（
ジ
キ
）

小
ヲ
以
テ
大
二
勝
ン
事
、
楠
正
成
モ
劣
ル
間
敷
モ
ノ
カ
。
倍
、
是
ヨ

リ
後
、
大
石
如
キ
士
、
亦
有
ベ
シ
ャ
否
（
ヤ
）
。
但
シ
当
時
ノ
俊
傑

（
チ
ツ
）

ノ
士
、
誰
ノ
家
二
蟄
シ
テ
有
ベ
ケ
レ
共
、
無
事
ナ
ル
ニ
初
テ
一
生
其

（
ア
ヒ
）

（
ノ
）
名
空
シ
カ
ル
ベ
シ
。
今
、
内
匠
頭
不
幸
二
偶
玉
ヒ
タ
レ
バ
社
、

ヲ
識
ル
ト
云
（
フ
）
本
文
有
（
リ
）
。
事
ノ
変
有
ラ
バ
忠
臣
数
多
顕

ル
ベ
キ
モ
ノ
カ
ト
尋
（
ネ
）
玉
ヘ
バ
、
存
龍
ガ
曰
、
大
石
今
度
ノ
忠

の
ご
と
く
忠
臣
と
し
て
祭
り
上
げ
る
。
大
石
内
蔵
助
を
美
化
・
顕
彰
す
る

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
忠
臣
蔵
実
録
の
構
造
に
、
『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』

は
大
石
内
蔵
介
と
大
野
九
朗
右
衛
門
の
対
比
的
な
描
写
を
加
え
る
の
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
方
法
な
ど
で
、
大
石
内
蔵
介
美
化
の
方
向
を
さ
ら
に
絶

義
、
古
今
二
独
歩
ス
ル
モ
ノ
也
。
（
仁
之
巻
「
統
論
」
）

大
石
ガ
行
ヒ
顕
レ
其
名
モ
世
二
高
ク
ナ
リ
ヌ
。
サ
レ
バ
世
乱
テ
忠
臣
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戸
願
ヒ
ノ
連
判
中
残
ラ
ズ
聞
届
ケ
玉
ヘ
ト
、
常
ハ
隠
便
ノ
人
ナ
レ
ド

大
石
内
蔵
介
ハ
不
思
義
ノ
謀
略
ニ
テ
兼
テ
思
慮
ヲ
極
メ
、
諸
侍
中
江

事
成
ら
ず
赤
穂
に
帰
城
す
る
。

大
野
派
入
り
乱
れ
て
の
激
論
の
末
、
藩
札
の
償
還
費
、
及
び
籠
城
の
備
え

赤
穂
城
請
取
の
人
数
来
た
ら
ば
、
籠
城
し
て
討
ち
死
に
し
殉
死
す
べ
き
だ

（
大
石
）
内
蔵
介
申
ス
義
ヲ
能
シ
ヅ
カ
ニ
心
ヲ
落
付
聞
玉
へ
。
世
悴

主
税
ヲ
始
メ
悔
二
承
ハ
リ
心
底
ノ
有
無
ヲ
申
サ
ル
ベ
シ
。
既
二
主
君

ハ
切
腹
相
手
上
野
介
ハ
恙
ナ
シ
。
コ
ノ
上
ハ
何
ト
ゾ
大
学
殿
ヲ
ワ
シ

仕
ラ
ズ
候
様
ニ
コ
レ
有
ベ
キ
品
ヲ
第
―
二
候
。
コ
ノ
段
各
同
心
二
候

ハ
バ
御
願
ヒ
ヲ
申
シ
上
ベ
キ
也
卜
申
サ
ル
時
二
元
ヨ
リ
忠
義
ノ
者
ド

モ
ハ
如
何
様
ト
モ
思
メ
シ
次
第
卜
返
答
ス
。
ソ
ノ
外
臆
病
俵
奸
ノ
輩

大
野
ヲ
始
メ
同
音
二
、
コ
レ
ハ
目
出
タ
キ
御
思
案
ニ
テ
候
。
ハ
ヤ
事

成
就
シ
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
思
ヒ
悦
ビ
残
ラ
ズ
一
紙
連
判
シ
テ
大
石
二
相
渡

ス
。
コ
ノ
節
ハ
一
人
モ
残
ラ
ズ
同
意
シ
ニ
ケ
リ
。

と
い
う
顛
末
が
あ
っ
た
。
こ
の
く
だ
り
で
大
野
を
「
臆
病
俵
奸
ノ
輩
」
と

評
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
こ
の
決
定
に
従
い
、
弟
浅
野
大
学

が
跡
目
相
続
で
き
る
よ
う
幕
府
御

H
付
に
願
う
使
者
が
江
戸
へ
趣
く
が
、

モ
コ
ノ
節
ハ
少
シ
声
高
二
少
シ
念
レ
ル
顔
色
ニ
テ
申
シ
出
サ
ル
ル

掌
ヲ
以
テ
江
河
ヲ
防
ギ
孤
豚
ノ
勢
ヒ
ヲ
以
テ
虎
ヲ
カ
ム
ノ
笑
ヒ
ヲ
後

代
二
招
ク
。
然
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
主
人
一
度
傾
キ
臣
下
ノ
身
ト
シ
テ
救

フ
コ
ト
ア
タ
ワ
ヌ
ハ
人
臣
ノ
罪
死
デ
モ
骸
ヲ
埋
ム
ル
ニ
地
ナ
カ
ン
。

各
如
何
思
メ
ス
、
心
底
ヲ
残
ラ
ズ
申
シ
玉
ヘ
ト
申
サ
ル
ル
ト
キ
、
大

野
九
郎
兵
衛
大
二
動
転
色
青
ザ
メ
、
コ
レ
ハ
イ
カ
ニ
、
拙
者
義
ハ
カ

様
ノ
コ
ト
兼
テ
承
ハ
ラ
ズ
候
。
大
学
様
ヲ
御
家
督
ノ
御
願
ヒ
コ
ソ
仕

レ
。
今
時
ハ
籠
城
ノ
相
談
、
軍
ノ
御
評
定
ハ
且
テ
存
ゼ
ズ
。
左
様
ノ

シ
テ
弓
ヲ
引
、
滅
亡
ス
ト
モ
義
二
於
テ
何
ノ
妨
ゲ
ア
ラ
ン
ト
申
ス
故
二
、

先
ハ
一
統
一
決
シ
テ
籠
城
シ
テ
死
ヲ
守
ラ
ン
ト
云
。
ソ
ノ
時
二
大
野
九
郎

兵
衛
逃
支
度
、
又
御
用
金
ノ
コ
ト
ヲ
申
出
ス
」
の
ご
と
く
、
盟
約
派
・
親

と
し
て
二
万
両
余
を
差
し
引
い
た
御
用
金
を
頭
割
り
す
る
こ
と
と
決
し
そ

う
に
な
る
と
、
大
野
は
進
み
出
で
、
知
行
高
に
応
じ
た
分
配
を
主
張
す
る
。

し
か
し
、
「
兎
角
頭
割
ニ
ス
ベ
シ
ト
一
決
ス
」
。
そ
こ
で
「
不
届
ナ
ル
大
野

畜
類
ノ
心
ノ
ゴ
ト
シ
」
と
評
さ
れ
た
大
野
は
、
「
拙
者
子
ド
モ
一
―
一
人
ト
モ

そ
の
他
、
議
論
は
噴
出
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
意
見
は
「
タ
ト
ヱ
天
下
二
対

連
判
ハ
仕
ラ
ズ
ト
申
ス

マ
ス
コ
ト
ナ
レ
バ
、
御
目
付
中
迄
願
ヒ
奉
リ
家
中
ノ
諸
侍
ド
モ
離
散

と
主
張
す
る
。
そ
れ
に
同
意
す
る
者
半
数
に
及
ぶ
。
と
こ
ろ
が

レ
ド
モ
陪
臣
ノ
分
際
ト
シ
テ
天
下
二
楯
ヲ
ッ
カ
ン
コ
ト
ハ
、
誠

ゴ
ト
ク
当
城
ヲ
枕
ト
シ
テ
討
死
ヲ
遂
グ
ル
ヨ
リ
外
他
事
ナ
ク
候
。
然

『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』
で
は
、
そ
の
後
、
大
石
主
税
が
大
野
を
罵
倒
し
、

ハ
、
両
使
帰
城
既
二
愁
訴
ノ
路
夕
ヘ
ヌ
レ
バ
、
兼
々
各
申
シ
談
ズ
ル
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次
に

シ、

二
相
ッ
ト
メ
又
聟
甥
ナ
ド
御
目
ミ
ヘ
仕
ル
子
ド
モ
ア
リ
。
我
ラ
分
ノ
六
人

前
ノ
割
付
ヲ
申
付
ベ
シ
ト
云
フ
。
」
こ
れ
に
「
ア
キ
レ
果
タ
ル
大
野
」
と

酷
評
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
石
は
「
凡
籠
城
シ
テ
討
死
ス
ベ
キ
ニ
ハ

ソ
ノ
節
申
シ
談
ズ
ベ
シ
ト
諸
士
悉
ク
帰
シ
ケ
リ
」
と
一
旦
藩
士
達
を
帰
宅

さ
せ
た
（
巻
四
「
城
中
評
定
大
野
等
奸
曲
之
事
」
）
。
自
宅
へ
帰
っ
た
大
野

は
「
大
野
九
郎
兵
衛
ハ
私
宿
二
婦
リ
一
家
一
門
我
方
様
ノ
人
ヲ
ア
ツ
メ
テ
、

大
石
ガ
逆
謀
天
下
二
対
シ
テ
一
揆
マ
デ
逆
心
、
徒
党
勿
体
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
。

カ
様
ナ
ル
不
届
者
ト
一
処
ニ
ナ
リ
死
ベ
キ
命
二
非
ズ
。
我
ハ
近
日
当
地
ヲ

引
払
フ
ベ
キ
也
」
と
嘘
い
て
、
自
家
の
諸
道
具
は
町
年
寄
の
木
屋
作
右
衛

門
に
七
十
ヶ
を
預
け
て
、
自
身
は
赤
穂
を
退
散
し
て
い
っ
た
（
巻
四
「
大

野
九
郎
兵
衛
離
散
用
意
面
々
騒
動
之
事
」
）
こ
の
あ
た
り
種
本
『
内
侍
所
』

で
は
、
前
に
引
用
の
後
、
城
を
枕
に
討
ち
死
に
を
願
う
人
々
を
列
挙
し
て
、

老
大
野
九
郎
兵
衛
父
子
ヲ
始
ト
シ
テ
重
職
譜
代
ノ
家
臣
共
心
臆
シ
気

後
レ
テ
、
ア
ラ
ヌ
工
夫
胸
二
浮
ミ
、
思
ヘ
バ
角
迄
大
事
（
二
）
及
プ

ベ
キ
様
ニ
ハ
無
（
力
）
リ
シ
物
ヲ
、
詮
無
（
ク
）
内
蔵
助
ガ
血
気
ニ

任
セ
、
卒
爾
ノ
籠
城
本
意
無
（
キ
）
事
二
社
卜
其
（
ノ
）
志
シ
ヲ
隠

一
旦
ノ
身
命
ヲ
助
カ
ラ
ン
為
二
、
多
年
ノ
忠
烈
ヲ
失
ヒ
テ
、
逃

累
代
厚
録
重
恩
ヲ
受
ナ
ガ
ラ
、
恥
ヲ
捨
テ
身
命
ヲ
惜
ム
輩
ニ
ハ
、
家

評
定
モ
ア
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
、
明
後
日
早
朝
二
各
出
仕
コ
レ
有
ベ
キ
ニ
候
。

ヒ
ソ
カ
ニ
―
宿
シ
テ
彼
諸
道
具
ヲ
舟
ニ
ツ
マ
ン
ト
用
意
ス
ル
。
（
中

持
ニ
ア
リ
。
漸
々
二
赤
穂
モ
シ
ヅ
マ
リ
四
月
十
一
日
二
赤
穂
二
来
リ

略
）
（
町
人
ド
モ
）
日
頃
大
野
父
子
ガ
体
大
俵
奸
曲
ノ
悪
人
ニ
シ
テ

今
コ
ノ
時
思
ヒ
知
ラ
ス
ベ
キ
ト
町
中
若
キ
者
ド
モ
大
勢
打
ヨ
リ
打
殺

ス
ベ
キ
ャ
ト
立
サ
ハ
グ
。
ソ
ノ
夜
九
郎
兵
衛
父
子
ハ
コ
ノ
町
中
ノ
サ

屋
作
左
衛
門
方
二
預
ケ
タ
ル
諸
財
宝
七
十
ヶ
金
銀
モ
コ
ノ
ツ
ヅ
ラ
長

大
野
九
郎
兵
衛
其
気
濁
リ
テ
深
姦
邪
欲
也
。
（
割
注
略
）
人
ノ
忠
ヲ

カ

ク

シ

オ

、

ヒ

蔽
、
士
ノ
義
ヲ
掩
、
一
家
ノ
身
命
ヲ
助
リ
行
末
渡
世
ヲ
ノ
ミ
計
リ
ケ

ァ
ッ
メ

レ
バ
、
自
己
ノ
賊
ヲ
棗
偏
二
謀
テ
隠
遁
卜
為
（
リ
）
果
シ
テ
、
巳
四

月
十
三
日
人
倫
ノ
道
ヲ
忘
レ
テ
、
禽
獣
之
性
ヲ
抱
（
キ
）
恥
ヲ
担
（
ヒ
）

辱
ヲ
負
（
ヒ
）
、
父
子
夫
婦
夜
二
紛
レ
テ
逐
電
ス
。
且
、
二
歳
ノ
孫

女
乳
母
ノ
懐
二
寝
タ
リ
シ
ヲ
捨
置
テ
退
ク
。
周
章
タ
ル
形
勢
也
。

と
す
る
。
こ
れ
が
大
き
く
変
容
し
て
、
『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』
の
ご
と
く

に
な
る
の
で
あ
る
。
大
野
九
郎
兵
衛
の
悪
人
像
の
肥
大
化
と
い
え
よ
う
。

『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』
「
大
野
九
郎
兵
衛
赤
穂
帰
参
、
流
浪
大
坂
出
事
」

大
野
九
郎
兵
衛
ハ
臆
病
ノ
ハ
タ
ラ
キ
諸
朋
輩
マ
デ
モ
ソ
ソ
ノ
カ
シ
、

妻
子
ヲ
ツ
レ
テ
赤
穂
ヲ
立
去
リ
大
概
二
片
付
、
扱
赤
穂
ノ
町
年
寄
木

で
は
、

と
描
写
す
る
。
そ
の
後
、
評
に
赤
城
盟
伝
日
と
し
て
、

（
ゲ
）
支
度
ス
ル
輩
少
カ
ラ
ズ
。
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入
（
リ
）
、
預
ケ
置
タ
ル
荷
物
ヲ
請
取
ラ
ン
ト
云
へ
共
渡
ス
ベ
キ
気

両
ヌ
ス
ミ
出
シ
テ
父
子
ト
モ
ニ
出
来
リ
、
浦
方
へ
走
リ
ヌ
ケ
ン
ト
心

掛
ケ
出
タ
リ
。
我
物
ヲ
我
レ
ト
盗
ム
ヤ
ウ
ノ
仕
方
浅
マ
シ
キ
心
底
ナ

リ
。
町
中
ノ
若
キ
者
ド
モ
番
ヲ
付
コ
レ
ヲ
知
リ
、
ス
ワ
ヤ
盗
人
逃
ス

ナ
ト
追
カ
ケ
父
子
ト
モ
ニ
ト
ラ
ヘ
テ
丸
裸
ニ
ム
ク
リ
、
大
名
ノ
御
家

老
己
依
識
ノ
ム
ク
ヒ
ト
追
放
ス
。
大
野
父
子
手
足
ヲ
ス
リ
テ
刀
脇
指

た
町
屋
を
浅
野
家
後
室
様
の
命
だ
と
偽
り
売
り
払
わ
せ
、
そ
の
代
金

屋
庄
兵
衛
ガ
家
二
預
ケ
置
（
ク
）
。
右
両
商
人
其
（
ノ
）
行
跡
ヲ
懲

（
タ
ヤ
ス
）

サ
ン
ト
欲
（
シ
）
、
封
印
シ
テ
輛
ク
渡
サ
ジ
ト
思
（
ヒ
）
居
ケ
ル
ニ
、

今
年
秋
八
月
廿
六
日
大
野
父
子
忽
然
ト
シ
テ
赤
穂
二
行
（
キ
）
、
進

藤
源
八
・
渡
部
加
兵
衛
卜
云
者
ヲ
語
ラ
ヒ
、
先
、
大
津
屋
ガ
宅
二

ク
彼
（
ノ
）
家
二
滞
留
シ
、
寸
障
ヲ
伺
ヒ
刀
箱
ヲ
披
キ
金
三
百
両
ヲ

盗
取
テ
欠
落
ス
。
頓
テ
大
津
屋
隣
家
ノ
カ
者
ヲ
駈
催
シ
急
ギ
追
懸
シ

二
、
先
へ
早
駕
二
挺
井
デ
行
者
有
リ
。
不
審
二
思
ヒ
近
付
（
キ
）
咎

メ
ケ
レ
バ
、
大
野
父
子
也
。
其
侭
駕
ヨ
リ
引
出
シ
、
大
勢
立
懸
リ
棒

鳶
ロ
ナ
ン
ド
持
テ
、
若
、
異
儀
二
及
バ
ゞ
研
キ
殺
サ
ン
ト
旬
リ
ケ
レ

バ
、
大
野
父
子
色
ヲ
失
ヒ
振
ヒ
々
々
、
右
ノ
金
子
ヲ
出
シ
掌
ヲ
合
テ
、

タ
ス

命
ヲ
扶
ケ
玉
ハ
レ
ト
云
（
フ
）
。
尚
家
ノ
輩
、
金
を
取
返
シ
ケ
レ
共
、

彼
ガ
所
行
猶
（
ホ
）
憎
シ
ト
ヤ
思
ケ
ン
。
城
下
へ
引
戻
シ
白
昼
二
町

中
ヲ
連
通
リ
、
天
晴
忠
臣
ノ
御
家
老
見
事
二
候
（
フ
）
卜
呼
テ
追
放

と
あ
る
。
『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』

で
は
大
野
が
預
け
た
商
家
名
を
違
え
て

て
い
る
。
ま
た
、
大
坂
で
の
大
野
の
悪
事
は
種
本
『
内
侍
所
』
に
は
見
え

な
い
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
大
野
の
悪
人
像
の
膨
張
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
の
最
た
る
結
果
が
、
『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』
で
は
「
大
野
九

郎
兵
衛
最
期
之
事
」
で
あ
る
。
赤
穂
を
這
々
の
体
で
退
散
し
た
大
野
九
郎

兵
衛
は
在
江
戸
し
て
、
富
貴
を
求
め
て
徘
徊
し
て
い
た
。
あ
る
ま
じ
き
事

に
、
大
野
は
吉
良
左
兵
衛
へ
、
「
自
分
は
赤
穂
の
家
老
職
を
つ
と
め
て
い

た
が
、
大
石
と
は
遺
恨
が
あ
っ
て
不
和
で
あ
る
。
大
石
と
一
味
同
心
の
旧

家
大
津
屋
十
兵
衛
ガ
家
二
預
ケ
、
息
郡
右
衛
門
ガ
荷
物
九
十
余
箇
木

彼
（
大
野
九
郎
兵
衛
）
ガ
武
具
諸
器
凡
（
ソ
）
七
十
余
箇
、
赤
穂
商

J

の
く
だ
り
種
本
『
内
侍
所
』
で
は
、

い
る
し
、
内
容
も
類
似
の
話
で
は
あ
る
も
の
の
異
な
る
も
の
に
変
容
さ
せ

二
千
五
六
百
両
を
奪
い
取
っ
た
。

ス
ル
有
様
、
見
苦
シ
カ
リ
ケ
ル
次
第
也
卜
云
々
。

そ
の
後
、
大
野
は
大
坂
に
出
で
、
赤
穂
藩
大
坂
蔵
屋
敷
で
買
い
上
げ

ケ
リ
。

ト
一
重
ノ
着
物
金
一
両
ヲ
モ
ラ
ヒ
テ
便
船
シ
テ
父
子
赤
穂
ハ
出
払
ヒ

葛
籠
ノ
中
二
入
置
タ
ル
金
子
ヲ
ヤ
ウ
ヤ
ウ
ト
夜
更
ケ
テ
切
破
リ
ー
ニ
百

ワ
ギ
ヲ
我
身
ノ
上
卜
知
リ
、
イ
ヤ
イ
ヤ
財
宝
モ
命
ニ
ハ
カ
ヘ
難
シ
。

色
ナ
ケ
レ
バ
、
或
ハ
之
ヲ
旬
リ
亦
ハ
之
ヲ
嫌
シ
様
々
断
ヲ
云
ヒ
、
暫
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目
ヲ
入
、
左
右
耳
本
マ
デ
引
サ
キ
タ
リ
。
目
ヲ
マ
ワ
シ
半
死
半
生
ナ

大
野
の
最
期
の
条
で
は
、
大
野
の
吉
良
側
へ
の
寝
返
り
を
知
っ
た
武
林
只

マ
ヅ
ロ
ヲ
引
サ
カ
ン
ト
云
フ
。
色
々
詫
ビ
ル
ヲ
両
手
ヲ
掛
ケ
テ
切
リ

藩
士
が
、
今
在
江
戸
に
て
、
吉
良
屋
敷
に
出
入
り
し
て
情
報
を
収
集
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
者
を
自
分
は
よ
く
知
っ
て
い
る
の
で
、
自
分
が
吉
良
屋

武
林
只
七
コ
レ
ヲ
聞
、
人
畜
生
メ
、
キ
ャ
ツ
目
赤
穂
ニ
テ
討
コ
ロ
ス

ベ
キ
ノ
処
二
遁
シ
ヲ
キ
タ
ル
残
念
ナ
リ
。
何
ト
ゾ
付
出
シ
テ
闇
討
二

衛
門
・
村
松
三
太
夫
三
人
同
道
シ
テ
極
月
七
日
ノ
晩
二
、
浅
草
ヨ
リ

吉
原
二
行
ン
ト
思
フ
ニ
、
因
果
ノ
メ
グ
ル
処
、
浅
草
観
音
ニ
テ
指
ト

指
カ
カ
ル
。
然
ル
処
二
三
人
堤
ノ
横
腹
ニ
カ
ク
レ
居
テ
待
付
ケ
テ
、

先
ヅ
武
林
只
七
ズ
ッ
ト
ヲ
ド
リ
出
デ
テ
、
九
郎
兵
衛
殿
久
シ
ク
候
卜

云
フ
。
大
野
ヲ
ド
ロ
キ
逃
ン
ト
ス
ル
ニ
右
ノ
手
ヲ
捕
ヘ
タ
リ
。
冨
森

助
右
衛
門
ハ
左
リ
ノ
手
ヲ
捕
ヘ
タ
リ
。
村
松
三
太
夫
ハ
向
フ
ザ
マ
ニ

立
掛
リ
、
汝
ヂ
息
ボ
ネ
立
ル
ト
切
殺
ス
ト
云
フ
。
大
野
大
キ
ニ
恐
レ
、

ヲ
望
ミ
テ
吉
良
殿
二
参
リ
、
我
々
ヲ
ミ
出
サ
ン
ト
云
フ
。
人
畜
生
目

御
免
ア
レ
ト
云
フ
。
武
林
云
フ
ハ
、
己
レ
コ
ノ
ロ
ニ
テ
上
杉
殿
ノ
家

き
た
が
、
そ
れ
を
支
え
る
一
法
を
再
確
認
し
た
い
。
本
作
に
お
い
て
、
大

石
内
蔵
介
は
忠
臣
で
あ
り
、
冷
静
沈
着
・
深
謀
遠
慮
で
あ
る
が
、
か
な
り

抑
制
の
効
い
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
最
後
に
述
べ
た

さ
て
、
本
作
に
お
け
る
大
野
九
郎
兵
衛
の
悪
役
像
の
膨
張
を
指
摘
し
て

指
摘
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

逢
フ
。
（
中
略
。
大
野
は
吉
原
へ
行
き
、
そ
の
）
帰
ル
サ
土
手
堤

知
リ
、
天
運
ナ
リ
、
首
途
二
討
果
ス
ベ
シ
ト
武
林
只
七
・
冨
森
助
右

ス
ベ
シ
ト
云
フ
。
（
中
略
）
大
野
ハ
吉
原
二
通
ヒ
ケ
ル
ト
ノ
コ
ト
ヲ

討
ち
を
出
来
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」
と
申
し
入
れ
た
。

敷
の
玄
関
に
待
機
し
て
、
人
改
め
を
し
て
大
石
の
余
韻
を
尋
ね
求
め
、
仇

ル
ヲ
打
タ
ヲ
シ
テ
面
ノ
皮
ヲ
ハ
グ
ニ
、
小
便
ヲ
面
二
仕
カ
ケ
テ
ム
ク

太
刀
ト
ド
メ
ヲ
指
シ
テ
心
地
ヨ
シ
ト
丸
裸
ニ
シ
テ
、
左
リ
ノ
方
両
ノ

タ
ン
ボ
蔑
原
ヘ
ナ
ゲ
コ
ン
デ
、
誰
人
ノ
死
骸
ト
モ
知
レ
ズ
犬
馬
ノ
餌

食
ニ
ナ
ル
。
生
涯
ヨ
リ
畜
生
道
二
落
入
ル
未
来
モ
思
ヒ
知
ラ
レ
タ
リ
。

（
巻
十
二
「
大
野
九
郎
兵
衛
最
期
之
事
」
）

と
さ
れ
て
い
る
。
徹
底
し
た
懲
悪
で
あ
る
。
現
代
人
か
ら
す
る
と
余
り
に

残
酷
で
引
い
て
し
ま
う
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
く
だ
り
の
標
語
は
「
扱

モ
ヨ
キ
気
味
シ
タ
リ
ト
諸
人
ノ
笑
ヒ
草
」
と
い
う
も
の
で
、
当
時
は
こ
の

よ
う
な
話
が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
聴
衆
の
ウ
ケ
に

応
じ
て
、
講
者
は
い
か
よ
う
に
も
対
応
し
た
一
証
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

無
茶
な
こ
と
で
も
、
ウ
ケ
に
応
じ
て
、
織
り
込
む
の
で
あ
る
。
編
者
の
田

丸
常
山
が
講
釈
師
で
あ
ろ
う
と
い
う
一
証
で
も
あ
る
。
本
作
は
舌
耕
性
を

レ
バ
能
ク
ム
ケ
ル
。
四
方
二
切
リ
目
ヲ
入
レ
テ
ム
ク
リ
ス
マ
シ
、
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七
が
大
野
の
闇
討
ち
を
主
張
し
た
場
面
で
、
大
石
内
蔵
介
は
「
大
事
ノ
前

ノ
小
事
ナ
リ
。
且
テ
無
益
ナ
リ
ト
止
ム
ル
ニ
」
と
軽
挙
に
慎
重
な
返
答
を

す
る
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
血
気
に
は
や
る
の
は
、
若
い
大
石

主
税
で
あ
る
。
父
の
慎
重
さ
の
逆
に
露
わ
に
心
情
を
吐
露
し
遂
行
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
本
作
で
は
こ
の
人
物
を
大
野
に
対
比
さ
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。
一
例
を
挙
げ
る
。
浅
野
内
匠
頭
の
切
腹
が
報
じ
ら
れ
た
赤
穂
城
で
、

は
じ
め
て
「
諸
侍
評
定
」
す
る
場
面
で
、
大
石
が
主
君
の
切
腹
を
報
告
し

た
後
、
先
述
の
よ
う
に
大
野
九
郎
兵
衛
が
我
が
身
か
わ
い
さ
か
ら
身
勝
手

な
発
言
を
し
た
と
こ
ろ
、

時
二
大
石
主
税
イ
マ
ダ
十
六
才
若
年
ナ
レ
ド
モ
進
ミ
出
テ
大
野
九
郎

テ
父
内
蔵
介
同
前
ニ
コ
レ
ヲ
敬
フ
ニ
、
ロ
ハ
今
ノ
御
心
底
近
比
以
テ
ヲ

ド
ロ
キ
見
苦
シ
フ
候
。
殿
様
ニ
ハ
相
手
ヲ
討
レ
タ
ル
ト
申
セ
ド
モ
上

野
介
生
死
ノ
ア
ヤ
モ
知
ズ
。
又
江
戸
表
ノ
様
子
モ
イ
マ
ダ
相
知
レ
ザ

ル
内
二
城
請
取
二
来
ラ
バ
退
カ
ン
。
又
御
用
金
配
当
ノ
コ
ト
ヲ
申
出

サ
ル
、
武
士
ノ
心
底
ニ
ハ
近
比
ア
ル
マ
ジ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
明
日
ニ
モ

ア
レ
城
請
取
ノ
人
数
来
ラ
バ
当
城
ニ
タ
テ
籠
リ
討
死
仕
リ
主
人
ノ
殉

死
仕
ラ
ン
ニ
何
ノ
相
談
有
ベ
キ
ャ
ト
高
ラ
カ
ニ
云
ヘ
リ
。

と
あ
る
ご
と
く
、
大
石
主
税
は
血
気
さ
か
ん
な
先
鋭
的
人
物
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
大
石
内
蔵
介
は
と
い
う
と
こ
の
主
税
の
発
言

兵
衛
ニ
サ
シ
向
ヒ
テ
ア
テ
付
テ
、
コ
レ
大
野
殿
、
常
ハ
御
家
老
職
卜

公
論
社
〉
所
収

(
4
)
 
「
都
の
錦
獄
中
獄
外
」
（
『
近
世
作
家
伝
孜
』
〈
昭
和
六
十
年
・
中
央

学
国
文
学
会
『
国
文
学
』
九
十
九
ー
百
一
号
•
平
成
二
十
七
年
三
月
＼

平
成
二
十
九
年
＿
―
-
月

(
3
)
 

(
2
)
 

清
文
棒
出
版
）
「
付
録

(
l
)
 

注 に
対
し
て
「
内
蔵
介
内
心
ニ
ハ
悦
ビ
落
涙
二
及
ブ
ト
イ
ヘ
ド
モ
押
カ
ク
シ

テ
」
と
本
心
で
は
同
心
な
が
ら
そ
れ
を
簡
単
に
は
吐
露
し
な
い
慎
重
な
人

物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
冷
静
沈
着
・
深
謀
遠
慮
故
の
慎
重

で
あ
る
。

冷
静
沈
着
・
深
謀
遠
慮
の
偉
大
な
忠
臣
と
し
て
大
石
内
蔵
介
を
描
き
、

そ
れ
に
大
野
九
郎
兵
衛
の
悪
人
像
を
対
比
的
に
深
化
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
の

大
野
に
大
石
主
税
を
対
抗
さ
せ
る
と
い
う
の
が
本
作
の
基
本
構
造
な
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
転
化
生
長
し
て
『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』
が
生
ま
れ
た

の
で
あ
る
。

都
の
錦
自
筆
片
仮
名
本
『
内
侍
所
』
翻
刻
」

「
舌
耕
者
都
の
錦
」
（
注

(
1
)
拙
著
所
収
）

拙
稿
「
翻
刻
『
忠
臣
規
矩
順
従
録
』
(
-
)
1
(
-―
-
）
」
•
関
西
大

拙
著
『
舌
耕
・
書
本
・
出
版
と
近
世
小
説
』
（
平
成
二
十
二
年
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本
研
究
は
、
二

0
一
六
年
度
i
二
0
一
七
年
度
関
西
大
学
研
究
拠
点
形

成
支
援
経
費
に
お
い
て
、
研
究
課
題
「
地
域
文
化
資
源
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
と
し
た
地
域
共
同
活
動
の
創
生
拠
点
形
成
」
と
し
て
研
究
費
を
受
け
、

そ
の
成
果
を
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
や
ま
も
と

た
か
し
／
本
学
教
授
）
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